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特
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新
し
い
国
語
教
育
の
可
能
性
を
探
る
|
読
解
力
と
表
現
力
を
む
す
ぶ
た
め
に
|
三
領
域
を
関
連
さ
せ
て
育
成
す
る
読
解
力
・
表
現
力
ー
ー
ー改
訂
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
に
見
る
国
語
科
の
新
指
向
|
|
は
じ
め
に
平
成
二
十
年
三
月
、
小
学
校
学
習
指
等
要
領
と
中
学
校
学
習
指
場
要
領
が
改
訂
さ
れ
、
告
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
年
十
二
月
現
在
、
中
央
教
育
白
審
議
会
教
育
課
程
部
会
に
お
い
て
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
案
が
公
表
さ
れ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
募
集
な
ど
、
年
度
内
の
改
訂
告
示
を
目
指
し
て
手
続
き
が
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ら
の
新
し
い
学
習
指
導
要
額
お
よ
び
学
習
場
器
讃
案
は
、
約
六
十
年
ぶ
り
に
全
部
改
正
さ
れ
平
成
十
八
年
士
一月
に
公
布
・
施
行
さ
れ
た
教
育
基
本
法
、
お
よ
び
平
成
十
九
年
六
月
に
一
部
改
正
の
上
公
布
さ
れ
た
学
校
教
育
法
な
ど
を
ふ
ま
え
て
平
成
二
十
年
一
月
に
出
さ
れ
た
中
央
教
育
・
筈
斐
百
答
申
『幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
及
俊
原
- 1一
び
特
別
支
援
学
校
の
学
習
指
導
要
理
守
の
冊
子
善
に
つ
い
て
』
を
反
映
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
学
問
阜
畑
導
-
要
領
の
改
訂
は
、
我
が
国
の
初
等
中
等
教
育
の
教
育
課
程
に
と
っ
て
、
今
世
紀
に
入
っ
て
初
め
て
の
全
面
的
な
見
直
し
で
あ
る
。
こ
の
見
直
し
に
伴
い
、
国
語
別
も
教
育
実
践
の
あ
り
方
や
教
材
の
開
発
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
関
す
る
検
討
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
新
教
育
謀
程
の
構
築
に
向
け
た
一
助
と
な
る
べ
く
、
国
語
科
が
A
Z悠
子
校
教
育
全
体
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
fi刀
法
を
も
っ
て
国
語
の
学
力
を
育
成
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
、
読
解
力
と
表
現
力
の
育
成
に
焦
点
化
し
な
が
ら
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
言
語
活
動
の
充
実
と
国
語
科
の
役
割
ま
ず
、
今
回
の
学
習
詣
等
要
領
改
訂
に
当
た
っ
て
示
さ
れ
た
基
本
的
な
考
え
方
と
、
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
国
語
科
の
位
置
・
役
割
に
つ
い
て
大
ま
か
に
ふ
れ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
平
成
一
干
年
一
月
付
中
央
教
育
審
議
会
答
申
『幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の
学
習
指
導
要
領
等
の
改
善
に
つ
い
て
』
(
以
下
、
本
稿
で
「
平
成
二
十
年
一
月
付
答
申
」
と
略
記
し
た
も
の
は
こ
れ
を
指
す
)
の
「
2
.
現
行
学
習
指
導
要
領
の
理
念
」
に
は
、
今
世
紀
を
「
知
識
基
盤
社
会
」
(Eo三
包
官
t
g
m
E
8
3
q)
の
時
代
と
す
る
状
況
認
識
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
知
識
基
盤
社
会
」
は
、
同
審
議
会
の
平
成
十
七
年
一
月
付
答
申
哀
が
図
の
高
等
教
育
の
将
来
像
』
の
冒
頭
で
既
に
提
示
さ
れ
た
用
語
で
あ
る
が
、
二
つ
の
答
申
に
沿
っ
て
そ
の
主
な
特
質
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
四
点
に
集
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
国
境
を
越
え
た
知
識
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
社
会
安
凱
争
と
技
術
革
新
が
絶
、
え
聞
な
く
生
ま
れ
る
社
会
①
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
に
対
応
可
能
な
、
幅
広
い
知
識
と
柔
軟
な
思
考
力
に
基
づ
く
判
断
が
一
回
伊
豆
皇
要
と
な
る
社
会
ぬ
怪
別
や
年
齢
を
問
わ
ず
参
画
す
る
こ
と
が
促
進
さ
れ
る
社
会
こ
の
よ
う
な
状
況
認
識
に
基
づ
き
、
前
出
「
2
現
行
学
習
指
審
議
の
理
念
」
で
は
、
今
後
の
社
会
を
担
っ
て
い
く
世
代
に
必
要
な
能
力
の
育
成
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
O
現
行
禁
白
星
雲
頑
は
、
平
成
8
年
7
月
の
中
央
教
育
審
議
会
令
申
(「
幻
世
紀
を
展
望
し
た
我
が
国
の
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
)
を
踏
ま
え
、
変
化
の
激
し
い
社
会
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
必
察
な
力
は
、
基
礎
・
基
本
を
確
実
に
身
に
付
け
、
い
か
に
社
会
が
変
化
し
よ
う
と
、
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、
主
体
的
に
判
断
し
、
行
動
し
、
よ
り
よ
く
問
題
を
解
決
す
る
資
質
や
能
力
、
自
ら
を
律
し
つ
つ
、
他
人
と
と
も
に
協
調
し
、
他
人
を
思
い
や
る
心
や
感
動
す
る
心
な
ど
の
豊
か
な
人
間
性
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
た
め
の
健
康
や
体
力
な
ど
の
「
生
き
る
力
」
で
あ
る
と
の
理
念
に
立
脚
し
て
い
る
。
・
(中
略
)
「
知
識
基
盤
社
会
」
の
時
代
な
ど
と
言
わ
れ
る
社
会
の
構
造
的
な
変
化
の
中
で
、
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
と
い
う
理
念
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
平
成
一
干
年
一
月
付
梓
申
は
、
平
成
十
年
に
音
示
さ
れ
た
小
学
校
・
中
学
校
の
学
期
思
想
場
要
領
、
お
よ
び
平
成
十
一
年
に
告
示
さ
れ
た
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
の
「
総
則
」
で
打
ち
出
さ
れ
た
「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
と
い
う
理
念
を
継
承
す
る
こ
と
を
明
確
に
う
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
右
に
引
用
し
た
「
2
現
行
学
習
詣
場
要
領
の
理
今
こ
の
う
ち
、
特
に
「
基
礎
・
基
本
を
確
実
に
身
に
付
け
」
、
「
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、
主
体
的
に
判
断
し
、
行
動
し
、
よ
り
よ
く
問
題
を
解
決
す
る
資
質
や
能
力
」
の
重
要
性
を
述
べ
た
部
分
は
、
現
行
の
学
校
教
育
法
に
義
務
教
育
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
「
生
涯
に
わ
た
り
学
習
す
る
基
盤
が
培
わ
れ
る
よ
う
、
基
礎
的
な
知
識
及
び
技
能
を
習
得
さ
せ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
必
要
な
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
そ
の
他
の
能
力
を
は
ぐ
く
み
、
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
を
養
う
こ
と
に
、
特
に
意
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
(
第
三
十
条
第
二
項
)
と
示
さ
れ
て
あ
る
規
定
と
も
合
致
す
る
。
2 
と
こ
ろ
で
、
「
生
き
る
カ
」
の
理
念
を
継
承
し
つ
つ
、
な
ぜ
学
習
指
導
要
寧
乞
改
訂
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
こ
れ
に
は
社
会
の
変
化
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
前
回
の
改
訂
か
ら
時
を
経
て
実
施
さ
れ
た
掌
力
調
査
の
結
果
が
深
い
か
か
わ
り
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
平
成
十
五
年
、
O
E
C
D
(経
済
協
力
開
発
機
構
)
に
よ
る
第
二
回
P
I
S
A調
査
(
生
徒
の
学
習
到
達
度
調
査
、
p
I
S
A
2
0
0
3
)
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
国
際
的
な
学
力
調
査
は
、
義
務
教
育
修
了
段
階
の
子
ど
も
が
実
生
活
で
課
題
に
直
面
し
た
時
に
ど
の
程
度
自
身
の
知
識
や
技
能
を
活
用
で
き
る
か
を
評
価
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
読
解
力
、
数
学
的
リ
テ
ラ
シ
l
、
科
学
的
リ
テ
ラ
シ
l
、
お
よ
び
問
題
解
決
能
力
に
つ
い
て
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
に
よ
る
計
測
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
向
調
査
は
四
十
一
か
国
地
域
の
十
五
歳
児
約
二
十
七
万
六
千
人
が
参
茄
し
た
大
規
模
な
も
の
で
、
我
が
固
か
ら
は
全
国
の
高
等
学
校
本
科
の
全
日
制
言
、
定
時
制
学
科
、
中
等
教
育
学
校
後
期
-謀
程
、
高
等
専
門
学
校
一
年
に
在
籍
す
る
者
の
中
か
ら
無
作
為
に
選
定
さ
れ
た
約
四
千
七
百
人
が
参
加
し
た
。
こ
の
第
二
回
P
I
S
A調
査
の
回
答
を
分
析
し
た
結
果
、
我
が
国
の
生
徒
に
つ
い
て
は
平
成
十
二
年
の
第
一
回
調
査
(p
I
S
A
2
0
0
0
)
に
比
べ
、
読
解
力
に
お
い
て
成
績
中
位
層
が
減
少
し
、
低
位
層
が
増
加
す
る
な
ど
成
績
分
布
の
分
散
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
国
際
的
な
比
較
の
上
で
記
述
式
問
題
の
無
答
率
が
高
か
っ
た
こ
と
な
ど
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
傾
向
は
、
平
成
十
八
年
に
実
施
さ
れ
た
第
三
回
P
I
S
A
調
査
(
p
I
S
A
2
0
0
6
)
で
も
同
様
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
平
成
十
九
年
四
月
、
日
本
全
国
の
小
学
校
六
年
生
お
よ
び
中
学
校
三
年
生
を
対
象
に
国
語
と
算
数
・
数
学
に
つ
い
て
実
施
さ
れ
た
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
分
析
を
通
し
て
、
次
の
よ
う
な
諸
点
に
課
題
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
-
説
明
文
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
事
柄
の
理
由
を
要
約
す
る
こ
と
、
資
料
か
ら
必
要
な
事
柄
を
取
り
出
し
て
与
え
ら
れ
た
条
件
に
即
し
て
書
き
換
え
る
こ
と
(
小
学
校
・
国
一
語
)
・
複
数
の
資
料
か
ら
得
た
情
報
を
比
較
し
て
、
伝
え
る
べ
き
事
柄
を
明
確
に
書
く
こ
と
(
中
学
校
・
国
語
)
-
地
図
で
指
定
さ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
、
必
要
な
情
報
を
取
り
出
し
て
そ
の
面
積
を
求
め
、
比
較
し
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
こ
と
(小
学
校
・
算
数
)
-
仮
定
と
結
論
の
意
味
を
理
解
し
て
、
正
し
い
証
明
に
改
善
す
る
こ
と
(
中
学
校
・
整
子
)
右
に
-記
し
た
P
I
S
A調
査
と
全
国
尚
早
力
学
習
状
況
調
査
の
結
果
を
め
ぐ
る
分
析
は
、
平
成
一
干
年
一
月
仕
合
申
の
「
3.
子
ど
も
た
ち
の
現
状
と
課
題
」
に
詳
述
さ
れ
て
あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
れ
ら
の
掌
力
調
査
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
確
認
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
前
述
し
た
「
生
き
る
力
」
の
「
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、
主
体
的
に
判
断
し
、
行
動
し
、
よ
り
よ
く
問
題
を
解
決
す
る
資
質
や
能
力
」
に
関
す
る
育
成
が
、
学
校
教
育
を
通
し
て
十
分
に
実
現
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
態
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
な
か
で
も
文
章
や
資
料
か
ら
情
報
を
取
り
出
し
た
り
市
友
利
し
た
り
す
る
力
、
取
り
出
し
た
情
報
を
も
と
に
思
考
す
る
力
、
必
要
に
応
じ
て
書
き
換
え
た
り
ポ
イ
ン
ト
を
明
確
に
示
し
て
書
い
た
り
す
る
力
、
理
由
を
示
し
て
説
明
し
た
り
論
の
道
筋
を
把
握
し
て
証
明
し
た
り
す
る
力
な
ど
、
読
解
カ
・
表
現
力
と
密
接
に
関
連
す
る
能
力
に
つ
い
て
、
従
来
の
育
成
法
に
頼
る
だ
け
で
う
ま
く
育
て
て
い
く
こ
と
は
因
-3-
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
デ
l
タ
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
p
I
S
A調
査
で
問
わ
れ
た
読
解
力
と
記
述
力
が
文
章
や
数
値
デ
ー
タ
、
図
版
と
い
っ
た
複
合
的
な
資
科
か
ら
情
報
を
読
み
取
り
、
表
現
す
る
能
力
で
あ
っ
た
こ
と
、
全
国
学
力
・
川
{
話
回
状
況
調
査
で
課
題
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
読
解
と
表
現
の
能
力
が
国
語
の
み
な
ら
ず
算
数
・
数
学
に
も
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
国
叩
鉱
労
力
・
判
断
力
・
表
現
力
な
ど
を
育
成
す
る
観
点
か
ら
言
語
を
活
用
す
る
能
力
の
育
成
が
国
語
科
一
教
科
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
語
科
の
外
に
あ
っ
て
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
現
実
を
改
め
て
我
が
国
の
学
校
教
育
に
突
き
付
け
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
今
回
学
習
指
審
議
を
改
訂
す
る
に
当
た
り
、
す
べ
て
の
教
科
に
お
い
て
重
視
す
べ
き
改
善
の
柱
と
し
て
、
ま
ず
「
言
語
活
動
の
充
実
」
が
掲
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年
一
月
付
答
申
の
「
7
教
育
内
容
に
関
す
る
主
な
改
善
事
項
」
に
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
墨
完
・
判
断
力
・
表
現
在
守
を
は
ぐ
く
む
た
め
に
は
、
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
や
論
述
と
い
っ
た
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
学
習
活
動
を
各
教
科
で
行
い
、
一
三
一
口
語
の
能
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
言
語
の
能
力
は
、
(
中
略
)
;
子
ど
も
た
ち
が
他
者
や
社
会
と
か
か
わ
る
上
で
も
必
要
な
力
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
7
教
育
内
容
に
関
す
る
主
な
改
善
事
項
」
は
、
「
(l
)
言
語
活
動
の
充
実
」
で
、
「
各
教
科
等
」
と
国
語
科
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
し
て
も
い
る
。
長
く
な
る
が
、
次
に
引
用
し
て
お
く
。
O
各
教
科
等
に
お
け
る
言
語
活
動
の
充
実
は
、
今
回
の
学
童
霊
前
讃
の
改
訂
に
お
い
て
各
教
科
等
を
貫
く
重
要
な
改
善
の
視
点
で
あ
る
。
(中
略
)
:
・
国
語
を
は
じ
め
と
す
る
言
語
は
、
知
的
活
動
(論
理
や
思
考
)
だ
け
で
は
な
く
、
(
中
略
)
・
:
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
感
性
・
情
緒
の
基
盤
で
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
国
語
科
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
言
語
の
果
た
す
役
割
に
応
じ
、
的
確
に
理
解
し
、
論
理
的
に
思
考
し
表
現
す
る
能
力
、
互
い
の
立
場
や
考
え
を
尊
重
し
て
伝
え
合
う
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
や
我
が
国
の
言
語
文
化
に
触
れ
て
感
性
や
情
緒
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
重
視
す
る
。
具
体
的
に
は
、
特
に
小
学
校
の
低
・
中
学
年
に
お
い
て
、
漢
字
の
読
み
書
き
、
音
読
や
暗
唱
、
対
話
、
発
表
な
ど
に
よ
り
基
本
的
な
国
語
の
力
を
定
着
さ
せ
る
。
ま
た
、
古
典
の
暗
唱
な
ど
に
よ
り
言
葉
の
美
し
さ
や
リ
ズ
ム
を
体
感
さ
せ
る
と
と
も
に
、
発
達
の
段
階
に
応
じ
て
、
記
録
、
要
約
、
説
明
、
論
述
と
い
っ
た
言
語
活
動
を
行
う
能
力
を
培
、
?
必
要
が
あ
る
。
O
各
教
意
守
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
国
語
科
で
培
っ
た
能
力
を
基
本
に
、
知
的
活
動
の
基
盤
と
い
う
一言
語
の
役
割
の
観
点
か
ら
は
、
例
え
ば
、・
観
察
・
実
験
や
社
会
見
学
の
レ
ポ
ー
ト
に
お
い
て
、
視
点
を
明
確
に
し
て
、
観
察
し
た
り
見
学
し
た
り
し
た
事
象
の
差
異
点
や
共
通
点
を
と
ら
え
て
記
録
・
報
告
す
る
(理
科
、
社
会
等
)
・
比
較
や
分
類
、
関
連
付
け
と
い
っ
た
考
え
る
た
め
の
技
法
、
帰
納
的
な
考
え
方
や
演
繕
的
な
考
、
え
方
な
ど
を
活
用
し
て
説
明
す
る
(
算
数
・
数
学
、
理
想
守)
・
仮
説
を
立
て
て
観
察
・
実
験
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
評
価
し
、
ま
4 -
と
め
て
表
現
す
る
(理
科
等
)
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
等
の
知
識
・
技
能
を
活
用
す
る
学
習
活
動
を
充
実
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
国
語
科
に
つ
い
て
ま
と
め
れ
ば
、
教
科
の
一
つ
と
い
、
フ
だ
け
で
は
な
く
、
「
各
教
科
等
」
の
基
本
を
支
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
活
動
に
資
す
る
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
言
語
能
力
の
育
成
に
当
た
る
役
割
を
担
う
教
科
で
あ
る
と
の
位
置
付
け
が
な
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
学
校
教
育
に
お
け
る
国
語
科
の
重
市
在
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
と
い
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
問
答
申
の
「
8
各
教
科
・科
目
等
の
内
容
」
の
「
(2
)
小
学
校
、
中
学
校
及
び
高
等
学
校
」
の
「
①
国
語
」
に
も
「
実
生
活
で
生
き
て
は
た
ら
き
、
各
教
室
守
の
学
習
の
基
本
と
も
な
る
国
語
の
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
」
と
明
記
さ
れ
て
あ
る
の
で
、
今
後
国
語
科
教
育
の
研
究
と
実
践
に
当
た
る
際
に
は
心
に
留
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
小
・
中
の
指
導
事
項
に
見
る
三
領
域
の
関
連
付
け
さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
父
革
を
受
け
て
改
訂
さ
れ
た
小
学
校
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
の
「国
詰
巴
に
お
い
て
、
「
A
話
す
こ
と
聞
く
こ
と
」
、
「
B
書
く
こ
と
」
、
「
C
読
む
こ
と
」
の
各
領
域
は
ど
の
よ
う
に
書
き
改
め
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
新
た
に
打
ち
出
さ
れ
た
国
語
科
教
育
の
方
向
性
を
採
る
試
み
と
し
て
、
平
成
二
十
年
三
月
に
告
示
さ
れ
た
小
学
校
・
中
学
校
の
学
習
品羽
一
等
要
領
の
「
国
一
也
巴
を
取
り
上
げ
、
そ
の
中
で
も
「
第
2
各
学
年
の
目
標
及
び
内
容
」
の
「
2
内
容
」
に
絞
り
込
ん
で
分
析
を
行
う
こ
と
に
し
た
い
(
小
学
校
の
低
・
中
・
高
、
お
よ
び
中
学
校
の
各
学
年
に
記
さ
れ
て
あ
る
「
l
目
標
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
年
版
と
比
較
し
て
、
加
筆
し
た
箇
所
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
中
学
校
の
「
第
3
学
年
」
が
新
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
い
く
つ
か
の
変
更
点
が
あ
る
。
し
か
し
、
国
語
科
の
教
科
に
関
す
る
目
標
自
体
が
平
成
十
年
版
の
目
標
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
基
本
的
に
前
回
の
改
訂
時
に
示
さ
れ
た
路
線
を
転
換
し
た
わ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
検
討
を
割
愛
す
る
)
。
改
訂
さ
れ
た
「
国
語
」
に
見
ら
れ
る
特
色
の
一
つ
は
、
「
2
内
容
」
の
「
(l
)」
に
示
さ
れ
た
指
導
事
項
、
お
よ
び
「
(2
)」
に
示
さ
れ
た
言
語
活
動
例
に
お
い
て
、
「
A
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
、
「
B
書
く
こ
と
」
、
「
C
読
む
こ
と
」
の
領
域
を
相
互
に
関
連
づ
け
た
記
述
が
少
な
か
ら
ず
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
条
件
に
合
致
す
る
指
導
事
項
や
一言
語
活
動
例
の
う
ち
、
新
た
に
設
け
ら
れ
た
も
の
、
あ
る
い
は
平
成
十
年
度
版
学
習
指
導
要
領
に
部
分
的
に
記
さ
れ
で
あ
っ
て
も
新
た
な
拠
彼
叫
守
・
活
動
の
内
容
が
加
わ
っ
て
い
る
も
の
を
、
(l
)
指
導
事
項
(
2
)
言
語
活
動
例
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
ま
と
め
、
次
に
列
挙
し
て
み
る
。
ま
ず
は
指
導
事
項
か
ら
で
あ
る
(
筆
者
が
傍
線
を
付
し
て
示
し
た
の
は
、
他
領
域
の
指
導
内
容
が
記
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
)。
- 5一
小
学
校
「
国
語
」
(l
)
指
導
蔀
事
〔第
1
学
年
及
び
第
2
学
年
〕
「
B
書
く
こ
と
」
オ
書
い
た
も
の
を
読
み
合
い
、
ょ
い
と
こ
ろ
を
見
付
け
て
感
想
を
伝
え
合
う
こ
と
。
「
C
読
む
こ
と
」
エ
文
章
の
中
の
大
事
な
言
葉
や
文
を
書
き
抜
く
こ
と
。
オ
文
章
の
内
容
と
自
分
の
経
験
と
を
結
び
付
け
て
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
ま
と
め
、
発
表
し
合
う
こ
と
。
〔第
3
学
年
及
び
第
4
学
年
〕
「
B
書
く
こ
と
」
カ
啓
い
た
も
の
を
発
表
し
合
い
、
書
き
手
の
考
え
の
明
確
さ
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
合
う
こ
と
。
「
C
読
む
こ
と
」
エ
目
的
や
必
要
に
応
じ
て
、
文
章
の
要
点
や
細
か
い
点
に
注
意
し
な
が
ら
読
み
、
文
章
な
ど
を
引
用
し
た
り
要
約
し
た
り
す
る
こ
と
。
オ
文
平
を
読
ん
で
考
え
た
こ
と
を
発
表
し
合
い
、
一
人
一
人
の
感
じ
方
に
つ
い
て
違
い
の
あ
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
。
〔第
5
学
年
及
び
第
6
学
年
〕
「
B
書
く
ヤ
」
と
」
カ
書
い
た
も
の
を
発
表
し
合
い
、
表
現
の
仕
方
に
着
目
し
て
助
言
し
合
う
こ
と
。
中
学
校
「
国
詰
巴
〔第
1
学
年
〕
「
B
書
く
こ
と
」
オ
書
い
た
文
章
を
互
い
に
読
み
合
い
、
題
材
の
と
ら
え
方
や
材
料
の
用
い
方
、
根
拠
の
明
確
さ
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
り
、
自
分
の
表
現
の
参
考
に
し
た
り
す
る
こ
と
。
〔第
2
学
年
〕
「
B
書
く
こ
と
」
(1
)
壇
場
事
項
オ
書
い
た
文
章
を
互
い
に
読
み
合
い
、
文
章
の
構
成
や
材
料
の
活
用
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
り
助
言
を
し
た
り
し
て
、
自
分
の
考
え
を
広
げ
る
こ
と
。
〔第
3
学
年
〕
「
B
書
く
こ
と
」
エ
書
い
た
文
章
を
互
い
に
読
み
合
い
、
論
理
の
展
開
の
仕
方
や
表
現
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
評
価
し
て
自
分
の
表
現
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
も
の
の
見
方
や
考
え
方
を
深
め
る
こ
と
。
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
の
は
、
他
領
域
の
指
導
に
関
す
る
記
述
が
指
導
事
項
に
盛
り
込
ま
れ
で
あ
る
こ
と
が
何
を
意
味
す
る
か
と
い
、
Z
口
…
に
つ
い
て
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
B
普
く
こ
と
」
の
指
導
事
項
に
は
、
笹
い
た
文
章
を
読
み
合
っ
た
り
、
他
者
が
書
い
た
文
章
に
つ
い
て
意
見
や
助
言
を
述
べ
る
と
い
っ
た
「
C
読
む
こ
と
」
や
「
A
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
に
か
か
わ
る
指
導
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
単
に
作
文
を
響
か
せ
た
後
、
互
い
に
読
み
合
い
を
さ
せ
た
り
意
見
を
述
べ
た
り
さ
せ
る
、
と
い
う
ふ
う
に
他
領
域
の
指
単
に
つ
い
て
も
続
け
て
行
う
べ
き
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
と
ら
え
る
だ
け
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
あ
る
単
元
に
お
い
て
ま
ず
作
文
を
警
か
せ
、
次
の
時
間
に
書
い
た
作
文
の
読
み
合
い
を
さ
せ
、
さ
ら
に
感
想
や
意
見
の
交
換
を
さ
せ
る
、
と
い
っ
た
一
つ
の
領
域
に
偏
ら
な
い
指
導
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
拠
遣
要
領
に
お
い
て
既
に
各
領
域
の
帯
端
を
調
和
的
に
行
う
よ
、
っ
指
示
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
改
め
て
壇
場
事
項
の
書
き
ぶ
り
に
反
映
さ
せ
る
必
然
性
は
な
い
。
ま
た
、
三
領
域
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
明
確
に
区
分
し
、
整
理
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
あ
え
て
- 6-
「
B
書
く
こ
と
」
の
指
導
事
項
に
他
領
域
の
指
導
内
容
を
書
き
込
ん
だ
り
す
る
必
要
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
に
抽
出
し
た
幅
担
場
事
項
は
、
各
領
域
の
調
和
的
な
場
場
を
促
す
た
め
に
普
か
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
壇
場
事
項
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
書
く
力
を
効
果
的
に
伸
ば
す
目
的
で
作
文
を
読
み
合
っ
た
り
、
意
見
を
述
べ
た
り
す
る
こ
と
を
噴
出
帯
す
る
形
で
複
数
の
領
域
の
関
連
付
け
を
行
う
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
塩
専
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
仮
に
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
読
み
合
う
こ
と
の
指
導
と
意
見
を
述
べ
る
こ
と
の
指
導
を
そ
れ
ぞ
れ
従
来
の
観
点
か
ら
「
C
読
む
こ
と
」
、
「
A
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
の
指
導
と
と
ら
え
る
だ
け
で
な
く
、
「
B
書
く
こ
と
」
の
指
導
の
一
環
と
い
う
観
点
か
ら
と
ら
え
直
す
必
要
が
出
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
他
領
域
の
増
場
内
容
が
書
き
込
ま
れ
で
あ
る
「
C
読
む
こ
と
」
の
指
導
事
項
に
お
い
て
も
同
様
で
、
指
導
事
事
に
記
さ
れ
て
あ
る
発
表
や
引
用
・
面
詰
の
増
専
は
そ
れ
ぞ
れ
「
A
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
、
「
B
書
く
こ
と
」
の
指
導
と
し
て
で
は
な
く
、
「
C
読
む
こ
と
」
の
指
導
の
一
環
と
し
て
と
ら
え
+
些
9
必
要
が
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
「
A
話
す
こ
と
・
開
く
こ
と
」
、
「
B
書
く
こ
と
」
、
「
C
読
む
こ
と
」
の
一
一一
領
域
を
相
互
に
関
連
さ
せ
て
壇
場
を
行
う
と
い
、♀
ぢ
え
方
は
、
平
成
十
年
版
小
学
校
学
習
塩
専
要
頓
「
囲
気
巴
の
「
第
3
増
謀
計
画
の
作
成
と
各
学
年
に
わ
た
る
内
容
の
取
扱
い
」
、
同
年
版
中
学
校
学
習
指
導
要
領
「
国
語
」
の
「第
3
指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
」
に
お
い
て
も
既
に
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
改
訂
で
は
、
そ
の
考
え
方
が
題
専
事
項
の
記
述
に
具
体
化
さ
れ
る
と
い
う
形
で
よ
り
明
確
に
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
一「
2 
内
容
」
に
位
置
付
け
ら
れ
た
言
語
活
動
例
次
に
、
言
語
活
動
例
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
(筆
者
が
傍
線
を
付
し
て
示
し
た
の
は
、
他
領
域
の
活
動
内
容
が
記
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
)
。
小
学
校
「
国
語
」
(2
)
言
語
活
動
例
〔第
1
学
年
及
び
第
2
学
年
〕
「C
読
む
こ
と
」
イ
物
語
の
読
み
聞
か
せ
を
聞
い
た
り
、
物
語
を
演
じ
た
り
す
る
こ
と
。
エ
物
語
や
、
科
学
的
な
こ
と
に
つ
い
て
書
い
た
本
や
文
'挙
を
読
ん
で
、
感
相
芸
書
く
こ
と
。
〔第
3
学
年
及
、
び
第
4
学
年
〕
「
A
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
ウ
図
表
や
絵
、
写
真
な
ど
か
ら
読
み
取
っ
た
こ
と
を
碁
に
話
し
た
り
、
聞
い
た
り
す
る
こ
と
。
〔第
5
学
守
及
び
第
6
学
年
〕
「
C
読
む
こ
と
」
エ
本
を
読
ん
で
推
薦
の
文
章
を
書
く
こ
と
。
7 
中
学
校
「
回
読
巴
〔第
l
学
年
〕
「
B
書
く
こ
と
」
(2)
言
語
活
動
例
ア
関
心
の
あ
る
芸
術
的
な
作
品
な
ど
に
つ
い
て
、
鑑
賞
し
た
こ
と
を
文
章
に
書
く
こ
と
。
「
C
読
む
こ
と
」
ウ
課
題
に
沿
っ
て
本
を
読
み
、
必
要
に
応
じ
て
引
用
し
て
紹
介
す
る
こ
と
。
〔第
2
学
年
〕
「C
読
む
こ
と
」
ア
詩
歌
や
物
語
な
ど
を
読
み
、
内
容
や
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
感
想
を
交
流
す
る
こ
と
。
イ
説
明
や
評
論
な
ど
の
文
章
を
読
み
、
内
容
や
表
現
の
仕
方
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
述
べ
る
こ
と
。
〔第
3
学
年
〕
「
C
読
む
こ
と
」
ア
物
語
や
小
説
な
ど
を
読
ん
で
批
評
す
る
こ
と
。
指
針
罰
項
と
同
様
、
一言語
活
動
例
に
も
他
領
域
の
活
動
に
関
す
る
記
述
が
盛
り
込
ま
れ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
も
一
つ
の
領
域
の
活
動
を
効
果
的
に
行
う
目
的
で
他
領
域
の
活
動
が
関
連
付
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
書
き
ぶ
り
で
あ
る
(
補
足
す
れ
ば
、
小
学
校
の
〔
第
l
営
牛
及
び
第
2
学
年
〕
の
「
C
読
む
こ
と
」
の
「
イ
」
に
舎
か
れ
て
あ
る
「
演
じ
た
り
す
る
」
は
平
成
十
年
版
に
は
な
か
っ
た
新
し
い
活
動
で
あ
る
)。
言
語
活
動
例
は
、
平
成
十
年
版
学
習
指
導
要
領
「
国
一
話
」
で
小
学
校
の
「第
2
各
学
年
の
目
標
及
び
内
容
」
の
「
3
内
容
の
取
扱
い
」
、
中
学
校
の
「
第
3
指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
」
に
ま
と
め
て
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
今
回
は
小
・
中
ど
ち
ら
も
「
第
2
各
学
年
の
目
標
及
び
内
容
」
の
「
2
内
容
」
に
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、
「
A
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
、
「
B
書
く
こ
と
」
、
「
C
読
む
こ
と
」
の
各
領
域
の
指
導
事
項
の
直
下
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。
こ
の
位
置
付
け
の
変
更
は
、
本
稿
第
一
節
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
平
成
一
干
年
一
月
針
合
申
で
「
言
話
器
動
の
充
実
」
が
重
視
す
べ
き
撃
音
の
柱
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
平
成
二
十
年
八
月
に
刊
行
さ
れ
た
『小
学
校
掌
習
指
導
要
領
解
説
国
語
編
」
(東
洋
館
出
版
社
)
の
「
第
1
章
総
説
」
の
「
3
国
語
科
改
訂
の
要
点
」
に
は
、
言
語
活
動
例
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。
「
話
す
こ
と
聞
く
こ
と
」
、
「
性
く
こ
と
」
及
び
「
読
む
こ
と
」
の
各
領
域
に
お
い
て
は
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
を
活
用
し
て
謀
越
を
探
究
す
る
こ
と
の
で
き
る
国
語
の
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
内
容
の
(2
)
に
日
常
生
活
に
必
要
と
さ
れ
る
記
録
、
説
明
、
報
告
、
紹
介
、
感
想
、
討
論
な
ど
の
一言
語
活
動
を
具
体
的
に
例
示
し
て
い
る
。
学
校
や
児
童
の
実
態
に
応
じ
て
、
様
々
な
言
語
活
動
を
工
夫
し
、
そ
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
な
お
、
例
示
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
の
言
語
活
動
を
取
り
上
げ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
説
明
が
同
年
九
月
に
刊
行
さ
れ
た
『中
学
校
晶子習
指
導
要
領
解
説
国
語
編
』
(
同
前
)
の
「
第
1
掌
総
説
」
の
「
3
国
語
科
改
訂
の
要
点
」
に
も
あ
る
。
小
学
校
の
児
童
向
け
に
示
さ
れ
た
言
語
活
動
例
が
右
に
引
用
し
た
通
り
身
近
な
「
日
常
生
活
」
を
念
頭
に
置
い
た
「
記
録
、
説
明
、
報
告
、
紹
介
、
感
想
、
討
論
」
の
例
示
で
あ
る
の
に
対
し
、
中
学
校
の
生
徒
向
け
の
一言
語
活
動
例
は
、
よ
り
広
い
「
社
会
生
活
」
を
想
定
し
た
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「
発
表
、
案
内
、
報
告
、
編
集
、
鑑
賞
、
批
-
評
」
の
例
示
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
小
・
中
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
、
「
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
技
能
を
活
用
し
て
諜
題
を
探
究
す
る
こ
と
の
で
き
る
国
語
の
能
力
を
身
に
付
け
る
」
と
い
う
目
的
は
共
通
し
て
い
る
。
新
学
習
指
導
要
嶺
の
完
全
実
施
に
伴
い
、
国
語
科
で
も
「
言
語
活
動
の
充
実
」
を
い
か
に
実
現
す
る
か
が
課
題
と
な
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
言
語
活
動
例
が
実
践
に
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
展
開
さ
れ
て
い
く
か
に
注
目
し
目、
。
ナ
h
uお
わ
り
に
以
上
の
検
討
か
ら
、
小
学
校
・
中
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
の
「
国
語
巴
に
は
「
A
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
、
「
B
書
く
こ
と
」
、
「
C
読
む
こ
と
」
に
新
た
な
関
連
付
け
を
持
た
せ
る
こ
と
で
学
習
指
場
の
効
果
を
高
め
、
言
語
活
動
の
充
実
を
図
ろ
う
と
す
る
狙
い
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
狙
い
を
具
現
化
す
る
方
向
で
μ孟
尾
畑
中
鳴
が
行
わ
れ
、
言
語
活
動
を
通
し
た
学
習
が
日
常
的
に
雪
正
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
ム
オ
後
の
新
教
育
課
程
の
中
で
読
解
力
と
表
現
力
は
個
別
に
で
は
な
く
、
一
領
域
の
関
連
付
け
に
よ
っ
て
密
接
に
結
ば
れ
な
が
ら
育
成
さ
れ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
高
等
学
校
国
語
科
の
改
訂
に
つ
い
て
は
、
確
定
し
た
形
と
な
っ
た
新
学
習
指
導
要
領
の
告
示
を
待
つ
の
が
適
切
で
あ
る
と
判
断
し
、
あ
え
て
本
稿
で
は
ふ
れ
ず
に
お
い
た
。
し
か
し
、
改
訂
案
の
段
階
で
見
る
限
り
、
唯
一
の
必
履
修
科
目
と
し
て
改
め
て
設
置
さ
れ
る
「
国
語
総
合
」
に
お
い
て
も
、
ま
た
科
目
の
再
編
に
よ
っ
て
新
設
さ
れ
る
「
国
語
表
現
」
、
「
現
代
文
A
」
、
「
現
代
文
B
」
、
「
古
典
A
」
、
「
古
典
B
」
に
お
い
て
も
、
指
導
事
項
と
言
語
活
動
例
に
は
小
学
校
・
中
学
校
の
新
し
い
「
国
語
」
と
共
通
す
る
方
向
性
が
見
ら
れ
る
よ
、
つ
で
あ
る
。
付
記
今
回
の
学
習
指
専
要
領
改
訂
に
関
す
る
分
析
と
考
察
は
本
来
、
放
・
野
村
敏
夫
教
授
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
仕
事
で
あ
っ
た
と
筆
者
は
考
え
る
。
碩
学
の
死
を
悼
む
と
と
も
に
拙
論
の
至
ら
な
さ
を
お
詫
び
申
し
上
げ
、
会
員
諸
氏
の
御
批
正
を
乞
う
。
(
文
部
科
学
省
)
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